
提

出

者

鈴

木

宗

男

平
成
十
七
年
十
月
二
十
四
日
提
出

質

問

第

二

七

号

在
モ
ス
ク
ワ
日
本
国
大
使
館
に
お
け
る
裏
金
問
題
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

27



在
モ
ス
ク
ワ
日
本
国
大
使
館
に
お
け
る
裏
金
問
題
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

標
記
案
件
に
つ
い
て
は
、
既
に
平
成
十
七
年
十
月
十
一
日
に
質
問
主
意
書
を
提
出
し
、
内
閣
か
ら
同
年
同
月
二
十
一
日
付
で

答
弁
書
を
受
領
し
た
（
以
下
、
「
前
回
答
弁
書
」
と
い
う
）
。
し
か
し
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
実
質
的
な
回
答
が
な
さ
れ

て
い
な
い
の
で
、
更
に
問
題
点
を
明
確
に
す
る
た
め
の
質
問
と
、
「
ル
ー
ブ
ル
委
員
会
」
以
外
に
も
在
モ
ス
ク
ワ
日
本
国
大
使

館
（
以
下
、
大
使
館
と
い
う
）
で
裏
金
、
プ
ー
ル
金
が
大
使
館
ぐ
る
み
で
組
織
的
に
作
ら
れ
て
い
た
事
実
に
関
し
て
追
加
質
問

す
る
。

一

旧
ソ
連
時
代
、
一
九
八
九
年
頃
ま
で
、
在
モ
ス
ク
ワ
日
本
国
大
使
館
員
（
以
下
、
大
使
館
員
と
い
う
）
が
私
用
車
を
売
却

す
る
場
合
に
、
大
使
館
内
の
許
可
を
得
る
と
い
う
内
規
が
設
け
ら
れ
て
い
た
か
。

二

大
使
館
員
が
私
用
車
を
売
却
し
て
得
た
ル
ー
ブ
ル
現
金
を
一
九
八
六
年
頃
ま
で
は
大
使
館
の
第
三
席
で
あ
っ
た
総
括
担
当

参
事
官
が
執
務
室
内
の
金
庫
も
し
く
は
鍵
の
か
か
る
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
保
管
し
、
大
使
館
員
の
必
要
に
応
じ
て
売
却
し
て
い

た
と
い
う
事
実
は
あ
る
か
。
こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
「
ル
ー
ブ
ル
委
員
会
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
は
あ
る
か
。

三

一
九
八
七
年
頃
か
ら
は
大
使
館
員
が
私
用
車
を
売
却
し
て
得
た
ル
ー
ブ
ル
現
金
を
総
務
担
当
書
記
官
が
執
務
室
内
の
鍵
の

か
か
る
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
保
管
し
、
大
使
館
員
の
必
要
に
応
じ
て
売
却
し
て
い
た
と
い
う
事
実
は
あ
る
か
。

一



四

ル
ー
ブ
ル
に
対
す
る
対
価
は
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
商
業
銀
行
に
設
け
ら
れ
た
大
使
館
員
の
口
座
を
通
じ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
・
ク
ロ
ー
ネ
で
支
払
わ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
は
あ
る
か
。
こ
の
た
め
に
「
館
内
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
用
紙
」
と
い
う
Ａ
�

版
の
特
別
の
用
紙
が
作
ら
れ
た
と
い
う
事
実
は
あ
る
か
。

五

大
使
館
員
が
個
人
的
に
用
い
る
ル
ー
ブ
ル
は
、
特
命
全
権
大
使
を
含
め
、
こ
の
「
ル
ー
ブ
ル
委
員
会
」
を
通
じ
て
調
達
さ

れ
て
い
た
と
い
う
事
実
は
あ
る
か
。

六

「
ル
ー
ブ
ル
委
員
会
」
を
通
じ
て
売
却
さ
れ
る
ル
ー
ブ
ル
は
市
価
の
概
ね
半
額
か
ら
三
分
の
一
の
「
闇
レ
ー
ト
」
で
あ
っ

た
と
い
う
事
実
は
あ
る
か
。

七

「
ル
ー
ブ
ル
委
員
会
」
が
「
闇
レ
ー
ト
」
で
ル
ー
ブ
ル
を
販
売
す
る
こ
と
が
任
国
の
法
令
に
違
反
す
る
た
め
、
こ
の
組
織

の
存
在
に
つ
い
て
は
厳
重
な
箝
口
令
が
敷
か
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
は
あ
る
か
。

八

「
ル
ー
ブ
ル
委
員
会
」
を
用
い
私
用
車
を
売
却
す
る
こ
と
に
よ
り
、
購
入
時
以
上
の
外
貨
収
入
を
得
、
蓄
財
し
た
大
使
館

員
が
い
た
と
い
う
事
実
は
あ
る
か
。

九

一
九
九
六
年
頃
ま
で
、
大
使
館
員
の
住
居
手
当
は
、
直
接
大
使
館
員
の
口
座
に
振
り
込
ま
れ
て
い
た
か
。

十

一
九
九
六
年
頃
ま
で
、
大
使
館
員
の
住
居
手
当
が
大
使
館
会
計
班
の
口
座
に
振
り
込
ま
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
は
あ
る

二



か
。
そ
の
際
、
外
務
本
省
か
ら
は
大
使
館
員
の
住
居
手
当
限
度
額
の
上
限
の
金
額
が
振
り
込
ま
れ
て
い
た
が
、
大
使
館
員
の

住
居
を
提
供
す
る
「
外
交
団
世
話
部
（
ウ
ポ
デ
カ
）
」
に
は
外
務
本
省
か
ら
振
り
込
ま
れ
た
金
額
よ
り
も
少
な
い
賃
借
料
が

転
送
さ
れ
、
差
額
を
裏
金
、
プ
ー
ル
金
と
し
て
蓄
え
て
い
た
と
い
う
事
実
は
あ
る
か
。

十
一

十
に
対
す
る
回
答
が
か
か
る
事
実
が
あ
る
と
い
う
こ
と
な
ら
ば
、
そ
の
裏
金
は
何
に
使
用
さ
れ
た
か
。

十
二

当
時
作
ら
れ
た
裏
金
が
現
在
も
大
使
館
会
計
班
も
し
く
は
大
使
館
の
他
の
班
の
銀
行
口
座
に
残
っ
て
い
る
と
い
う
事
実

は
あ
る
か
。
あ
る
場
合
、
そ
の
金
額
は
い
く
ら
か
。

十
三

外
務
本
省
か
ら
の
査
察
に
よ
っ
て
、
大
使
館
の
住
居
手
当
受
給
方
法
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
大
使
館
に
対

し
て
振
り
込
ま
れ
て
い
た
住
居
手
当
が
大
使
館
員
の
個
人
口
座
に
振
り
込
ま
れ
る
よ
う
に
制
度
が
変
更
さ
れ
た
と
の
事
実
は

あ
る
か
。

十
四

一
九
九
〇
年
代
に
外
務
省
の
内
部
調
査
で
、
大
使
館
で
使
途
不
明
金
が
発
覚
し
た
と
い
う
事
実
は
あ
る
か
。
そ
の
金
額

は
い
く
ら
か
。
そ
し
て
、
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
た
か
。

十
五

昭
和
三
十
一
年
の
日
ソ
国
交
回
復
後
、
本
省
か
ら
大
使
館
に
対
す
る
査
察
は
何
回
行
わ
れ
た
か
。
年
月
を
明
示
し
て
欲

し
い
。

三



十
六

十
五
の
査
察
の
結
果
、
大
使
館
の
会
計
処
理
に
つ
い
て
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
た
こ
と
は
何
回
あ
る
か
。
そ
の
内
、
平
成

元
年
以
降
、
住
居
手
当
の
処
理
に
つ
い
て
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
内
容
を
具
体
的
に
説
明
し
て

欲
し
い
。

十
七

昭
和
三
十
一
年
の
日
ソ
国
交
回
復
後
、
会
計
検
査
院
が
大
使
館
に
出
張
し
て
調
査
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
。
あ
る
場

合
、
調
査
は
何
回
行
わ
れ
た
か
。
年
月
を
明
示
し
て
欲
し
い
。

十
八

十
七
の
調
査
の
結
果
、
大
使
館
の
会
計
処
理
に
つ
い
て
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
た
こ
と
は
何
回
あ
る
か
。
そ
の
内
、
平
成

元
年
以
降
、
具
体
的
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
内
容
を
説
明
し
て
欲
し
い
。

右
質
問
す
る
。

四


